
令和 2年度事業計画補足資料 

【事務局】 

総務部は例年通り公文書の管理、法人登記、補助金の申請、県庁への電子申請業務など行っ

ていきます。庶務部では例年通りの業務を行っていくとともに埼玉県理学療法士会の諸規程の整

理や運営基盤検討委員会と連携し会員からの意見聴取システム強化を行っていきます。事務室管

理業務は管財資料部に移管しました。総会運営部では例年通り定時総会企画、運営を行っていき

ます。管財資料部では例年通りの業務に加え庶務部から移管した事務室管理を行っていきます。

また備品管理規程を作成し士会で保有している設備・備品の有効利用と管理の徹底をおこなって

いきます。厚生部では例年通り新人歓迎会、会員懇親会、スポーツ大会（ゴルフコンペ）を企画、

開催し託児事業、団体保険の管理を行っていきます。スポーツ大会では会員向けにボーリング大

会を新たに企画しました。労務管理部では例年通り常勤 1 名、パート 1 名の事務職員の給与・賞

与、社会保険等に関する業務を行っていきます。 

 

【財務局】 

 財務局では昨年度と同様、決算、予算の書類作成および収支と支出の管理を行い、円滑に各事

業が行われるよう、お金の管理を行いたいと思います。また、昨年度に続き派遣会社を利用し、会

計業務を行っていただく事務員を雇用することで、事務力の強化を図りたいと思います。会費納入

に関しましては、3 月末に会費納入期限が改まっておりますので、会員の皆様には、できるだけス

ムーズな納入をお願いします。県士会の事業は会員の皆さまの会費により成り立っておりますので、

ご協力の程よろしくお願い致します。 

 

【事業局】 

高齢者福祉部では、事業内容は例年通りです。埼玉県リハビリテーションマップ作成事業につ

いては、広報局と協力し事業をすすめていきます。生活期リハビリテーション研修会の開催を 2 回

→1回に変更いたします。 

健康増進部では、事業内容、開催頻度共に例年通りです。 

スポーツリハビリテーション推進部では、オリンピック・パラリンピックイヤーなので、スケジュール

がタイトになってしまうため、今年度はスポーツ関係者の為の研修会はおこないません。高校野球

サポート事業については、数年間のメディカルスタッフ参加者数を見直して規模を調整しておりま

す。 

小児福祉部では、令和 2年度の事業として、こどもの福祉機器体験会を再開します。埼玉県リハ

ビリテーションマップについては、広報局との協力し事業をすすめていきます。 

 

【学術局】 

・理学療法編集部 

令和 2 年度も令和元年度と同様の計画を予定しています。例年行っている対面式の編集部会



議は、新型コロナ感染症拡大の影響で実施は難しくなったため、必要に応じてオンラインベースで

の実施を予定しています。投稿・査読・編集・製作のプロセスは、電子投稿システムをベースとして

運用しているため、例年通りの業務が実施可能であると考えています。当初予算より、会議関連の

支出がなくなる可能性が示唆されるため、例年よりわずかではありますが予算残が出ると見込まれ

ます。 

・研究推進部 

今年度に関しても、研究補助金事業および賛助会員との共同研究事業（研究サークル事業）の

２つの事業を継続して実施していきます。なお、研究補助金については、「基礎研究部門」および

「臨床研究部門」の２つの分野に分けて募集を行い、助成額もそれぞれ総額で 400,000 円（1 題あ

たりの上限 150,000円）に増額となりました。 

 

【教育局】 

教育局新人教育部では、令和 2 年度は上記令和元年度と同様の計画を立てていましたが、新

型コロナ感染症拡大の影響で、対面式の研修会の実施は難しくなりました。一方、協会のほうで、

入会年数を問わず新人教育プログラム（C の単位は除く）の履修を可能にしたため、県士会 HP 等

を通じて広報を行い、e-ラーニングでの受講を進めていきます。 

 

臨床実習教育部は次年度も引き続き、都道府県指導者講習会に関する業務を実施していきます。

令和 2 年上半期の都道府県指導者講習会の開催が中止となり、前年度に開催できていない養成

校の振替分の開催についてサポートしていきます。講習会資料が改定されたので、ファシリテータ

ー研修会を今年度も開催します。コロナウィルスの終息にもよりますが web 会議などを活用してい

きます。養成校教員情報交換会は今年度も 5回の開催を予定しています。 

 

認定・専門研修部は今年度は新生涯学習制度の前に研修会を多く開催する予定であり、全８回を

予定していました。認定・専門理学療法士の試験や更新の申請に間に合うように、全て上半期に

研修会を予定していました。しかし、COVID-19 の影響により上半期の研修会中止や新生涯学習

制度開始時期延期に伴い、予定していた研修会は全て中止、もしくは延期となりました。予定した

研修会が下半期に開催できるかは、今後の動向を踏まえて決定していきます。また、一人でも研修

会に参加しやすいように、できる限り託児所を設置していく予定です。 

 

教育局指定管理者研修部は令和 2 年度の事業計画としては、令和元年度同様の内容を中心に

計画を立てておりましたが、新型コロナ感染症の影響で対面での研修会実施が不透明な状況とな

っております。そのため、研修会の実施方法も含めて現在検討している段階です。 

 

【広報局】 

広報誌編集部では例年通り広報誌 2 刊の発行に加え、士会入会率向上や埼玉県理学療法士



会活動の啓発に向けたリーフレット作成事業を新規に行いたいと考えています。広報誌発送先が

増えたことによる増刷やリーフレット新規事業により、昨年度より合計で 43 万円ほど予算を増額さ

せていただきました。 

インターネット管理部では通常の掲載業務などに加え、主に研修会専用WEBサイトの公開に向

けた準備を行います。予算については昨年度に研修会専用 WEB サイトや埼玉県リハビリテーショ

ンマップなどの大型システム開発・修正案件が終了したため、今年度予算は大幅な減額としていま

す。 

理学療法週間推進部では、NHK「おかあさんといっしょ」の 10 代目体操のお兄さんである佐藤

弘道氏を特別ゲストに、主にファミリー層の健康増進を目的とした理学療法フェスタ 2020 を企画し

ました。例年、理学療法フェスタはブロックや健康増進部と共同で実施しています。予算の増額に

ついては、会場費やポスター印刷・郵送費用等を会場のあるブロックで計上していたものを、理学

療法週間推進部で受け持つこととしたためです。 

 

【職能局】 

 職能局全体としては、昨年度同様、「仕組み・サービス内容の充実・連携強化」をスロー 

ガンとしています。今年度は、保険分野と地域支援分野について中心に人材育成を行います。 

 業務推進部は、ダイハツ自動車、さいたま市との共同事業、埼玉県警との共同事業を継続 

していきます。また、新規に「地域リハ相談窓口体制の構築促進」として、住民の方への介 

護予防活動に関する応対ができる仕組みの構築等を地域リハビリテーションサポートセン 

ターと協力して行う事業を計画しました。昨年度まで地域包括ケア推進部で行っていた連 

携・連動に関するテーマを、業務推進部に移管した形となっています。 

理学療法士の働き方、ワークライフバランスに関するテーマは、埼玉県理学療法士会全体の 

テーマとして、業務推進部の研修会という形にせず、士会運営の一環で検討していくことと 

なりました。 

 医療保険部は昨年度同様の流れで、診療報酬改定の情報提供と施設基準に関して共有す 

る研修会、これからの入院医療に求められるリハビリテーションの役割を理解する研修会、 

医療保険分野で求められる連携先との連携方法を理解する研修会の 3事業を中心に計画 

いたしました。 

 介護保険部も概ね同様のテーマを取り上げ、「生活機能向上連携加算」を軸とした、事業 

所間、サービス種別間の連携促進に関する研修会、終末期における療法士の対応能力向上に 

関する研修会、零話年度介護報酬改定に向けた情報提供を行う研修会の 3事業を中心に計 

画いたしました。 

地域包括ケア推進部も概ね同様の内容を計画しています。介護予防、地域ケア会議推進リ 

ーダー導入研修を各 2 回ずつ、実務者ブラッシュアップ研修を年 3 回計画しています。実務者ブ

ラッシュアップ研修では「介護予防と保健事業の一体的提供」をテーマとした内容を 

盛り込むことを企画しております。なお、地域における連携強化に関するものは、業務推進 



部へと移管しています。 

理学療法士が求められている役割を察知し、実践活動を通じさらに求められることができるようとも

に研鑽していきます。 

 

【東部ブロック】 

北エリア 

例年通り研修会 3回、交流会 1回、啓発活動 1回の計画を立てています。 

 

中央エリア 

例年通り研修会 3 回、交流会 1 回、啓発活動 1 回の企画と、その他に公開講座 1 回の企画も

立てています。春日部グループと越谷グループに分かれて企画を進めてまいります。 

 

南エリア 

例年通り研修会 3回、交流会 1回の企画と、その他に例年 2回の計画であった啓発活動を 1回

に減らしております。 

 

【西部ブロック】 

今年度も昨年同様の研修会、症例検討会を企画しています。三芳エリアでも症例検討会の開催

を予定するなどさらに活発化を考えています。 

各エリア、そしてブロックでも横のつながりは常に拡大していけるように計画をしています。 

しかし、新型コロナウィルス感染拡大による事業の延期、中止があり、開催事業の縮小が見込ま

れます。代替手段として、web による会議や研修会等の開催も検討していますが、開催時期や回

数等は予測が難しい状況となっています。 

 

【南部ブロック】 

例年同様に会員向けの事業（研修会、症例検討会、会議、交流会）を中心に計画しました。また

今年度については公開講座を開催せず、理学療法週間推進部と合同で理学療法フェスタを開催

する予定となっています。 

会員向けの事業として、3エリア合計で研修会 11回、症例検討会 3回とし、研修会のうち 4回を

認定専門理学療法士ポイント対象研修会として企画しました。ただし、新型コロナウィルス感染拡

大による事業の中止等により、開催事業の縮小を見込んでいます。その代替手段として、web によ

る会議や研修会等の開催も検討していますが、開催時期や回数等は予測が難しい状況となって

います。 

 

【北部ブロック】 

大きな取り組みとして、公開講座では、『医療・介護が創る夢のまちづくり』というテーマで、糟谷明



範氏（株式会社シンクハピネス 理学療法士）をお呼びして、２００人規模での開催を予定していま

す。ただ残念ながら、現在延期の方向です。 

 全体を通しては、事業運営に若手に引き継ぎやすい体制を築きながら運営していく事を 1つのテ

ーマとしています。新たな取り組みとしては、指定管理者研修部と連携があります。ブロック会議の

講演会を活用し、参加者や研修会の周知を促していく方針です。その他、縦と横のつながりを更に

一層強めながら、ブロックを盛り上げて行きたいと思います。 

 その他、年間通しての計画は、Webでのエリア会議等を通して、再検討の段階です。 

 

 

【財政基盤検討委員会】 

例年通り予算項目の改編の検討、令和 3 年度予算案の作成、財政基盤検討委員会の開催などを

行っていきます。 

 

【表彰委員会】 

例年通り各種表彰推薦に関する業務を行っていきます。 

 

【組織検討委員会】 

運営基盤検討委員会で検討された中長期計画・重点事項に基づいて組織を検討していきます。ま

た協会の組織変更に合わせた埼玉県理学療法士会の組織変更の必要性について検討していき

ます。 

 

【ブロック連絡委員会】 

各ブロック活動の現状や課題について情報収集、市町村での活動について把握と情報共有、施

設間ネットワークの構築の検討、連盟との連携を行う事で、県内全域での活動推進に資する取組

を行いたいです。 

 

【職業倫理委員会】 

日本理学療法士協会と連携し職業倫理違反についての情報収集を行っていきます。代表者会議

などを通して職業倫理の普及・啓発活動を行っていきます。 

 

【運営基盤検討委員会】 

会員からの意見聴取の結果から中・長期計画それに伴う単年計画（重点項目）を立案し、事業提

案を行っていきます。 

 

【10年後の理学療法を考える委員会】 

会員の意見を取りまとめ、運営基盤検討委員会に重点項目等を検討する資料の作成を行うととも



に、理学療法に関する課題収集及び調査等を行い政策検討する委員会を開催します。 

 

【選挙管理委員会】 

埼玉県理学療法士会役員定数変更に伴う役員選挙の準備、運営を行っていきます。また日本理

学療法士協会選挙管理運営委員会への活動に参加していきます。 

 

【学会評議員会】 

埼玉県理学療法学会長選任および埼玉県理学療法学会準備・運営に対するサポートを目的とし

て、4回の評議員会開催を予定しています。 

 

【第 29回埼玉県理学療法学会準備委員会】【第 30回埼玉県理学療法学会準備委員会】 

例年通り年 4 回の評議委員会を開催し、喫緊の第 29 回・第 30 回学会の準備・運営をサポート

します。また、第 31回・第 32回学会の学会長・担当施設を選任します。 

 

【訪問リハビリテーション振興委員会】 

訪問リハビリテーションの療法士育成・技能向上に向けて、埼玉県作業療法士会・埼玉県言語聴

覚士会と共同して、「訪問リハビリテーション実務者研修会（BASIC・ADVANCEコース）」を実施しま

す。 

 

【がんリハビリテーション推進委員会】 

県内リハ専門職団体との共催による「埼玉県がんリハ研修会」の開催、理学療法士および県民に

対する「がんリハ啓発活動」を中心に事業実施予定です。 

 

【災害対策委員会】 

JRAT 研修会・JIMTEF 研修会に部員を派遣し、全国レベルの情報収集を行う。関係他団体との連

携、県内発災・県外発災を想定した対応マニュアル・アクションカード・フローチャートなどの検討、

県内での災害時の協力体制調査、災害時の連絡方法構築、災害リハビリテーションについての啓

発活動を行うと共に、「災害リハビリテーション研修会」を開催。Basic研修は 3回（第 9回〜11回）、

Advance研修は 1回（第 5回）開催予定。また、事業実施のための運営会議を 6回開催予定。 

 

【国際スポーツ競技対策委員会】 

 2 回の技術研修会の開催と、1 回の技能検定を開催予定です。国際スポーツ競技大会における

支援活動も実施予定です。ただし、オリンピック延期に伴う事業の中止もありえます。 

 

【新分野開拓委員会】 

理学療法の発展、社会の要求に応じた新分野の開拓可能性について検討を進め、新規委員会等



の立ち上げに向けた検討・準備を行います。 

 

【第 41回関東甲信越ブロック理学療法士学会準備委員会】 

2022 年に埼玉県で開催予定の第 41 回関東甲信越ブロック理学療法士学会に向けて今年度から

新設された委員会となります。第 41 回関東甲信越ブロック理学療法士学会準備委員会を 6 回程

度開催します。また今年度茨城県で開催される第 39 回関東甲信越ブロック理学療法士学会を視

察し情報交換を行っていきます。 

 

【創立 50周年記念式典準備委員会】 

2022 年に行われる、創立 50 周年事業に向け、記念式典や記念誌などの準備を行う会議を行いま

す。また他の県士会における 50周年事業の情報収集を行います。 


